
平成 27 年度第３回霧島市子ども・子育て会議 会議要旨 

開催日時 平成 27 年 10 月 31 日（土） 午後２時から午後４時 

開催場所 横川総合支所 多目的室 

出席委員 
鬼塚会長、松﨑委員、井上委員、寺脇委員、加来委員、谷口委員

青山委員、中野委員、松元委員、外薗委員、鮫嶋委員 

事務局 

花堂保健福祉部長、田上子育て支援課長、吉村子ども家庭支援室

長、山口子ども・子育てグループ長、西村主査、大保主査 

下楠薗主任主事、森枝主事 

公開・一部非公開 

又は非公開の別 
公開 

傍聴人数 ０人 

協議等内容 

（１）教育・保育施設の利用状況等について 

（２）市内中山間地域の教育・保育施設について 

（３）委員からの提案議題について 

（４）その他 

協議等における主な意見等の概要及び事務局からの回答 

（１）教育・保育施設の利用状況等について 

事務局より配布資料（資料１、２）に基づき説明 

 ① 認定こども園が増えてきているが、保育士の資格等はどうなっているのか。 

  ⇒ 幼稚園教諭と保育士の両方の資格を持った保育教諭の配置が必要となるが、ど

ちらか一方の資格しか取得していない方は、新制度開始から５年間に限り、保育

教諭となることができる経過措置が設けられている。 

 ② 保育士不足の問題はどうか。 

  ⇒ 現時点において、各施設が来年度に向けた準備を行っているなかで、保育士が

不足しているという話は聞いていないが、市では、潜在保育士や保育所で働きた

い方と、人材を求める霧島市内の保育所との調整をする保育人材バンクという事

業を実施しているので、十分に周知を図りながら進めていきたい。 

（２）市内中山間地域の教育・保育施設（送迎保育事業）について 

   事務局より配布資料（資料３）に基づき説明 

 ① 小学校でも校区の学校ではなく、特認校を選択して、保護者が送迎されていると

いうこともあるので、送迎保育事業は良い案だと思う。 

 ② ３歳未満の子どもを送迎バスで遠隔地に連れていくということは、体調面などを

考えると不安である。３歳以上の子どもであれば、ある程度体力もついてきて、

30～40 分であれば、送迎バスに同乗している保育士が手遊び歌などを行いながら

対応できると思う。 

 ③ 広域入所で小さな子どもが鹿児島市から横川まで通園しているという点でみる

と、子どもというのは大丈夫であると言ってあげたい。 

 ④ 中山間地域から国分・隼人地区に行くのはそんなに遠く感じないが、国分・隼人

地区から中山間地域に行くのは遠く感じる。この距離感みたいなものがなくなる方

法は何かないかなと思っている。 



 ⑤ 送迎保育事業に係るアンケートを実施するとしたら、送迎保育ステーションを設

置した場合に、ステーションから中山間地域の保育園までの送迎時間など細かい部

分まで案内できたら良いのではないか。 

 ⑥ 幼稚園バスは、バス停を１件ずつ回っていくので、40～50 分の間、バスに乗っ

ていることはあることなので、距離で考えてみると遠いかもしれないが、時間で考

えると気にはならないのかなと思う。 

 ⑦ １、２歳児を送迎するとしたら、送迎中の子どもへの対応を考えると、小さめの

バスが良いと思う。 

（３）委員からの提案議題について 

提案いただいた委員より配布資料（資料４）に基づき説明 

  ①給食費の無償化について 

  ②保育料算定の第１子カウントについて統一はされないのか 

  ③兄弟姉妹は同じ園に入園させてほしい 

（４）その他 

  ①霧島市地方創生有識者会議についての報告【井上委員】 

  ②教育・保育施設の利用申込受付開始についての案内【事務局】 

配布資料 

① 平成 27 年度教育・保育施設利用状況（２・３号認定）      ・・・資料１ 

② 平成 28 年度に向けた教育・保育施設について          ・・・資料２ 

③ 霧島市内の中山間地域の教育・保育施設を活用した 

待機児童解消対策について                   ・・・資料３ 

④ 委員提案議題                         ・・・資料４ 

 


